
氏名 　三木 理史

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

地理学科３年次ゼミ報告書『群馬巡検報告書－高崎市とその周辺の地域調査－』（三木ゼミ調査
法・野外研究調査報告書第14号,2009年12月の企画・指導・引率・編集・発行。奈良大特論講義、
世界遺産学概論講義、関西大学文学部(前期：歴史地理学ほか担当)、関西大学大学院文学研究科博
士課程前期(後期：歴史地理学研究Ｂ担当)、佛教大学文学部(前・後期：地域文化特講担当)

愛知県史編さん委員会特別調査委員／近畿日本鉄道社史執筆担当／茨木市史執筆委員／人文地理学
会地理学文献目録編集副委員長／歴史地理学会評議員／交通史研究会常任委員／鉄道史学会理事／
大阪商業大学大学院公開講座パネラー／平成21年度大阪連続講座(大阪市立中央図書館)講師／湖南
市立甲西図書館「草津線開通120周年記念事業」講師／おおさかふみんネット広域講座三島地区講
師

図書館委員／サークル旅と鉄道顧問／居合道部顧問

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平成19年度三菱財団人文科学研究助成金「近代日本における外地－内地間の地域間交流に関する研
究―特に樺太を中心に―」(研究代表者：三木理史、研究継続中)　　　　　　　平成21年度日本学
術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「１９～２０世紀北東アジア史のなかのサハリン・樺
太」(研究代表者：小樽商科大学商学部教授・今西　一、研究分担者、研究継続中)

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・
経営史学会・日本産業技術史学会・交通史研究会・鉄道史学会・日本植民地研究
会

大阪市における都市交通史の研究／樺太における植民地史の研究／近代日本の地
理写真史の研究

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

歴史地理学・交通地理学／都市交通史・植民地研究・写真史



① Railway
Operators in
Japan

共著

② 局地鉄道(塙選
書108)

単著

③ 都市交通の成立 単著

① 「都市交通」の
概念的成立―日
本における研究
史の検討から―

単著

② 鉄軌道の大阪市
内横断問題―市
内交通機関市営
主義との関係を
めぐって―

単著

③ 交通調整の戦
前・戦後と都市
交通審議会―大
阪市の市内交通
機関市営主義の
形 骸 化 を め
ぐって―

単著

塙書房

日本経済評論社

運輸調査局『運輸と
経済』第69巻5号

大阪市史編纂所『大
阪の歴史』第73号

人文地理学会『人文
地理』第61
巻 5号

 2009年 5月

2009年 7月

2009年12月

East Japan Railway
Culture Foundation

2009年 3月

2009年 6月

2010年 2月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

ＪＲ東日本鉄道文化財団が日本
の鉄道事業者を海外に紹介する
ための英文概説書。中部・近
畿・中国地方を分担(109～126頁
／149～160頁／177～202頁)

拙著『近代日本の地域交通体
系』と『地域交通体系と局地鉄
道』の内容を一般向けに概説し
たもの(1～215頁)

『地域交通体系と局地鉄道』
(2000年)以後に発表してきた大
阪の都市交通史に関する論文の
集成(1～345頁)

日本における都市交通研究の研
究史を整理・考察した(63～70
頁)

「西大阪」の特集にあたり、大
阪市内の横断鉄軌道計画の推移
を考察したもの(23～33頁)

大阪市の市内交通機関市営主義
の形骸化を都市交通審議会との
関係から考察した(1～19頁)



④ 明治・大正期に
おける鞆港―西
廻海運からの自
立とその変化を
めぐって―

単著

⑤ 戦前期大阪府に
おける石炭消費
と輸送

単著

①

① 書評：老川慶喜
著『近代日本の
鉄道構想』

単著

② 樺太時代の歴史
地理

単著

③ 明治期鉄道熱に
見る大都市の論
理と地方の論理

単著

④ 「奈良名勝写真
帖」に関する考
察

単著

⑤ 書評：小林 茂
編『近代日本の
地図作製とアジ
ア太平洋地域―
「外邦図」への
アプローチ―』

単著

 2010年 3月

2010年 3月

運輸政策研究機構
『運輸政策研究』第
44号

古今書院『地理』
第54巻 5号

歴史書懇話会『歴史
書通信』第184号

奈良大学総合研究所
『総合研究所所報』
第18号

歴史地理学会『歴史
地理学』第52巻 2号

2009年4月

2009年5月

2009年7月

2010年 3月

芸備地方史研究会
『芸備地方史研究
』第268・269号

奈良大学地理学会
『奈良大地理』第16
号

2010年 2月

（その他）

（学会発表）

「港町・鞆の浦と瀬戸内海」の
特集にあたり、鞆港の明治以後
の機能変化を統計数値から考察
した(90～102頁)

大阪府の石炭消費統計の分析か
ら、石炭市内輸送を考察した
(103～119頁)

小林　茂氏を中心に活動してき
た外邦図研究グループの総括報
告書を書評したもの(36～40頁)

老川慶喜氏の近著を書評したも
の(56～56頁)

「間宮林蔵とサハリン」特集に
あたり、日本時代樺太を概説し
たもの(28～35頁)

拙著『局地鉄道』のエキスをコ
ラム的に紹介したもの(2～4頁)

研究助成によって『奈良名勝写
真帖』を解題したもの(101～110
頁)


